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仲
間
と
競
争
せ
ず
、
弱
い
立
場
の
人
と
共
に
団
結
し
て
闘
お
う
。 

期
間
雇
用
社
員
の
希
望
者
全
員
の
正
社
員
化
を
。 

め
ざ
せ
、
均
等
待
遇
、
な
く
そ
う
差
別
！ 

ユ
ニ
オ
ン
は
労
契
法
裁
判
に
勝
利
す
る
ぞ
！ 

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

  

四
月
二
九
日
、
東
京
の
地
下
鉄

メ
ト
ロ
線
全
線
や
新
幹
線
一
部
が
、

北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
発
射
を
理
由

に
運
行
が
突
然
停
止
さ
れ
た
。
ニ

ュ
ー
ス
で
は
賛
否
が
あ
っ
た
が
、

危
機
感
を
伴
う
出
来
事
と
し
て
、

戦
争
は
こ
う
し
て
始
ま
る
の
か
と

実
感
し
た
。 

 

急
き
ょ
会
見
し
た
菅
官
房
長
官

は
、
滑
舌
が
不
明
瞭
な
様
子
（
前

回
も
あ
っ
た
が
二
日
酔
い
か

な
？
）
で
、
い
か
に
も
あ
わ
て
て

の
会
見
で
あ
っ
た
。
国
や
マ
ス
コ

ミ
は
こ
の
よ
う
に
し
て
戦
争
の
危

機
を
煽
る
の
か
な
と
も
感
じ
た
。

報
道
に
よ
れ
ば
、
ミ
サ
イ
ル
自
体

が
北
朝
鮮
か
ら
国
外
ま
で
飛
ば
ず
、

実
験
が
失
敗
だ
っ
た
と
い
う
か
ら

な
お
さ
ら
で
、
当
事
国
の
韓
国
か

ら
す
ら
「
日
本
は
騒
ぎ
す
ぎ
」
と

驚
か
れ
て
い
る

そ
う
だ
。 

  

し
か
し
、
日

米
韓
の
共
同
軍

事
作
戦
は
、
朝

鮮
半
島
近
海
で

空
母
も
ふ
く
め

て
実
戦
形
式
で

行
わ
れ
て
お
り
、
朝
鮮
半
島
の
危

機
は
緊
張
感
を
増
し
て
い
る
。
こ

の
危
機
は
一
月
に
大
統
領
に
な
っ

た
ト
ラ
ン
プ
の
「
す
べ
て
の
選
択

肢
が
机
上
に
あ
る
」
と
い
う
声
明

に
始
ま
る
。
こ
れ
を
わ
か
り
や
す

く
い
え
ば
「
戦
争
も
あ
り
だ
よ
」

と
い
う
外
交
用
語
と
な
る
。
名
指

し
さ
れ
た
北
朝
鮮
も
生
き
残
り
に

必
死
で
、
核
弾
頭
を
韓
国
、
日
本

や
米
軍
基
地
な
ど
へ
打
ち
込
む
と

い
っ
て
い
る
。 

 

ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
帝
国
の
ヒ
ト

ラ
ー
に
次
ぐ
Ｎ
Ｏ
二
の
政
治
家
、

軍
人
で
あ
る
ヘ
ル
マ
ン
・
ゲ
ー
リ

ッ
ク
は
、
戦
争
に
つ
い
て
以
下
の

よ
う
に
い
う
。「
も
ち
ろ
ん
、
一
般

市
民
は
戦
争
を
望
ん
で
い

な
い
。・
・
・
し
か
し
、
国

民
は
常
に
指
導
者
た
ち
の

意
の
ま
ま
に
な
る
も
の
だ
。

簡
単
な
こ
と
だ
。
自
分
達

が
外
国
か
ら
攻
撃
さ
れ
て

い
る
と
い
う
だ
け
で
い
い
。

そ
し
て
、
平
和
主
義
者
に

つ
い
て
は
、
彼
ら
は
愛
国
心
が
な

く
国
家
を
危
険
に
さ
ら
す
人
々
だ

と
公
然
と
非
難
す
れ
ば
い
い
だ
け

の
こ
と
だ
。
こ
の
方
法
は
ど
の
国

で
も
同
じ
よ
う
に
通
用
す

る
も
の
だ
」（
ニ
ュ
ン
ベ
ル

グ
裁
判
の
分
析
官
に
対
し

て
） 

 

そ
の
ゲ
ー
リ
ッ
ク
配
下

の
ド
イ
ツ
空
軍
部
隊
が
ポ

ー
ラ
ン
ド
を
空
爆
し
、
百

五
十
万
人
の
地
上
部
隊
が

侵
入
し
た
こ
と
に
反
発
し
て
仏
英

が
参
戦
し
、
第
二
次
世
界
大
戦
が

は
じ
ま
る
。
一
九
三
九
（
昭
和
一

四
）
年
九
月
一
日
の
こ
と
で
あ
る

（
世
界
の
歴
史
、
中
央
公
論
社
）。 

 

そ
の
こ
ろ
日
本
は
ど
う
だ
っ
た

の
か
。
一
九
三
一
（
昭
和
六
）
年

の
満
州
事
変
（
日
本
軍
の
自
作
自

演
の
戦
争
。
関
東
軍
が
満
州
鉄
道

を
爆
破
し
、
こ
れ
を
中
国
軍
が
攻

撃
し
た
と
し
て
戦
争
を
始
め
る
）

か
ら
日
本
は
対
中
国
と
の
一
五
年

戦
争
に
あ
っ
た
。
一
九
三
二
年
に

満
州
国
が
で
き
る
が
、日
本
の「
侵

略
」
だ
と
し
て
、
国
際
連
盟
が
日

本
へ
撤
退
勧
告
を
出
し
、
日
本
は

一
九
三
三
（
昭
和
八
）
年
に
国
際

連
盟
を
脱
退

し
、ド
イ
ツ
、

イ
タ
リ
ア
と

防
共
の
三
国

同
盟
を
結
ぶ
。 

 

欧
州
で
起

き
た
第
二
次

大
戦
に
は
日
本
は
「
欧
州
戦
争
に

は
不
介
入
」
の
声
明
を
出
し
て
い

た
が
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
は
一
九
三

九
年
八
月
に
、
日
米
通
商
条
約
の

破
棄
を
通
告
さ
れ
る
（
こ
の
年
の

一
月
に
失
効
し
て
い
た
）。と
き
の

外
務
大
臣
の
松
岡
洋
右
は

「
ア
メ
リ
カ
を
敵
に
ま
わ

す
気
な
ど
毛
頭
な
い
」
と

い
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
一

九
四
一
年
七
月
二
日
の
御

前
会
議
で
、
①
、
対
中
国

と
の
戦
争
継
続
（
五
十
万

人
の
兵
力
を
満
州
に
集

結
）、
②
、
米
英
戦
も
辞
さ

ず
。
③
、
ソ
連
と
の
戦
争

準
備
、と
い
う
決
定
が
な
さ
れ
る
。 

 

そ
の
あ
と
、
七
月
一
八
日
の
近

衛
内
閣
の
改
造
で
松
岡
は
外
相
を

更
迭
さ
れ
る
。
同
二
五
日
に
、
ア

メ
リ
カ
が
在
米
日
本
資
産
の
凍
結

（
経
済
制
裁
の
始
ま
り
）
を
公
布

し
、
同
二
八
日
、
日
本
が
仏
印
（
東

南
ア
ジ
ア
）
へ
進
駐
を
開
始
し
、

八
月
一
日
、
ア
メ
リ
カ
が
対
日
石

油
の
禁
輸
を
決
定
。
九
月
六
日
、

御
前
会
議
で
米
と
の
戦
争
準
備
を

決
定
。
十
一
月
二
六
日
、
ア
メ
リ

カ
と
の
交
渉
決
裂
、

一
二
月
八
日
、
対

米
英
戦
（
太
平
洋

戦
争
）
を
宣
戦
布

告
す
る
の
で
あ
る
。 

 

よ
く
ア
メ
リ
カ

が
経
済
制
裁
で
日

本
を
攻
撃
し
た
か

ら
戦
争
に
突
入
し
た
と
い
わ
れ
る

が
、歴
史
の
時
系
列
を
改
ざ
ん
し
、

日
本
の
対
米
開
戦
を
正
当
化
す
る

論
で
あ
る
。
ま
た
交
易
は
、
当
時

の
国
際
連
盟
で
は
、
戦
争
の
当
事

国
へ
の
貿
易
は
禁
止
さ
れ
て
お
り
、

日
本
は
最
初
か
ら
そ
れ
は
知
っ
て

い
た
し
、
だ
か
ら
こ

そ
一
九
三
一
年
か
ら

始
ま
っ
て
い
た
中
国

と
の
戦
争
を
、
事
変

と
呼
び
か
え
、
戦
争

当
事
国
で
は
な
い
と

偽
装
し
た
日
本
の
外

交
姿
勢
も
方
便
で
あ

っ
た
の
だ
。 

 

こ
の
戦
争
か
ら
四
〇
年
目
の
一

九
八
五
年
五
月
八
日
の
記
念
集
会

で
、
ド
イ
ツ
の
大
統
領
・
ワ
イ
ゼ

ッ
カ
ー
は
、
ド
イ
ツ
の
戦
争
責
任

に
つ
い
て
、「
過
去
に
目
を
閉
ざ
す

者
は
現
在
に
も
盲
目
に
な
る
」
と

訴
え
、
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
に
よ
る

犯
罪
を
「
ド
イ
ツ
人
全
員
が
負
う

責
任
」
と
し
て
発
言
し
、
世
界
か

ら
賞
賛
さ
れ
た
。 

 

日
本
の
首
相
は
ど
う
か
。
ト
ラ

ン
プ
の
力
に
よ
る
平
和=

実
力
行

使
を
賛
美
し
、
国
民
に

は
「
危
機
に
備
え
よ
」

と
く
り
か
え
し
て
い
る
。

一
番
簡
単
な
国
民
操
作

の
手
法=

「
危
機
だ
、

危
機
だ
、
と
語
れ
ば
い

い
」
の
典
型
だ
。
危
機

だ
が
私
は
こ
う
し
て
平

和
的
に
事
態
を
解
決
す

る
と
は
決
し
て
言
わ
な
い
。 

 

戦
争
の
反
対
は
非
戦
・
平
和
で

あ
る
。
平
和
は
話
し
合
い
以
外
に

な
い
。
こ
の
と
き
の
た
め
に
日
本

国
憲
法
は
あ
る
。「
我
々
は
武
力
に

よ
る
紛
争
解
決
の
手
段
は
取
ら
な

い
（
憲
法
前
文
）」
は
先
の
戦
争
の

犠
牲
の
上
に
手
に
し
た
日
本
国
民

の
大
き
な
遺
産
だ
。
我
々
は
こ
れ

を
実
践
す
る
。 

 

核
戦
争
に
は
勝
者
も
敗
者
も
な

い
。
防
毒
マ
ス
ク
も
地
下
核
シ
ェ

ル
タ
ー
も
核
の
前
に
は
非
力
で
あ

り
、
あ
る
の
は
死
の
み
だ
と
い
う

広
島
、
長
崎
原
爆
で
亡
く
な
っ
た

四
十
万
の
市
民
と
、
生
き
残
っ
た

被
爆
者
が
証
人
と
し
て
平
和
を
要

求
す
る
の
で
あ
る
。
東
ア
ジ
ア
・

極
東
の
戦
争
に
は
反
対
で
あ
る
。 
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